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触媒による天然ゴム（RSS）の臭気軽減に関する研究

材料・分析技術部 化学材料グループ 阿知良浩人、鷲家洋彦

[ 総合相談窓口・ハローテクノ ] TEL : 078-731-4033  e-mail : radish@hyogo-kg.jp  

背景
天然ゴムはゴムの木の樹液（ラテックス）を原料として製造されている。県内の中小ゴム
メーカーで最も取引量の多い天然ゴム（Ribbed Smoked Sheet, 以下RSSと呼ぶ）は

燻煙処理がなされており、燻煙工程特有のフェノール類の臭気が強く感じられる。従来
の消臭方法として、カーボンブラックの物理的混練や溶媒による浸漬が挙げられるが、
いずれも効果が限定的である。

RSSの臭気成分

カーボン
ブラック

臭気成分

カーボンブラックには無数の小さな穴があり、臭気
成分を取り込むことができるものの、穴の数に対す
る臭気成分の捕集量に限界がある

天然ゴムを溶媒に浸漬すると臭気成分は
抽出されるが、ゴム自体が膨潤してしまう

研究内容
本研究では臭気成分の分子構造に
着目し、触媒（Co(II)-salen錯体）に

よって分子構造を変えることで臭気
軽減を試みた。この錯体はフェノール
の酸化反応の触媒として知られてい
るため、RSSの臭気成分と反応する
と考えた。

浸漬

Co(II)-salen錯体

触媒溶液とRSSの混練によるSIMクロマトグラム（m/z 154）の変化

触媒溶液 vs 吸着剤
無添加のRSS（黒）
溶媒：脂肪酸系（赤）

吸着剤：多孔質シリカ（緑）
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触媒溶液の種類（溶媒なしのRSSは黒線）
脂肪酸系（赤）
ナフテン系（緑）
芳香族系（青）
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RSSを触媒溶液（赤）に２日間浸漬する
と、溶媒のみ（緑）よりも大幅に減少

m/z 154

・ゴム混練において、吸着剤との固相混練より触媒溶液の方が効果がある。
・溶媒の種類について、脂肪酸系および芳香族系の溶媒の方が効果がある。


